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う
で
あ
る
。
か
れ
の
関
心
は
精
神
衛
生
法
に
集
中
し
て
い
た
の
か
も
し

れ
な
い
。

断
種
法
反
対
の
態
度
を
は
っ
き
り
う
ち
だ
し
て
い
た
人
と
し
て
は
ほ

か
に
、
慶
応
義
塾
大
学
教
授
の
植
松
七
九
郎
、
『
脳
」
の
編
集
者
で
あ
っ

た
菊
地
甚
一
、
変
質
可
変
論
を
と
い
て
い
た
成
田
勝
郎
が
い
る
。
植
松

は
金
子
と
と
も
に
昭
和
医
学
専
門
学
校
で
精
神
病
学
を
教
授
し
、
ま
た

戦
後
に
は
（
い
わ
ば
金
子
に
か
つ
が
れ
て
）
東
京
精
神
病
院
協
会
お
よ
び
日

本
精
神
病
院
協
会
の
理
事
長
に
も
な
っ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
植
松
と

金
子
と
は
き
わ
め
て
ち
か
い
間
柄
に
あ
っ
た
。
「
植
松
先
生
も
わ
た
し
の

意
見
に
影
響
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
、
金
子
は
わ
た
し
に
か
た

ら
れ
た
。

な
お
、
当
時
の
精
神
病
医
の
多
く
は
、
精
神
病
患
者
が
子
を
う
ま
い

結
果
に
い
た
る
こ
と
と
い
う
意
味
で
の
広
義
断
種
（
入
院
や
、
個
別
例
で

の
任
意
断
種
処
置
を
ふ
く
む
）
に
は
賛
成
し
て
お
り
、
こ
の
点
は
金
子
も

お
な
じ
で
あ
っ
た
。
問
題
点
は
、
そ
れ
を
法
律
を
も
っ
て
お
し
つ
け
る

か
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
。

（
平
成
十
一
年
一
月
例
会
）

〔
追
記
〕
大
空
社
倒
産
に
よ
り
、
著
作
集
刊
行
は
中
止
と
な
っ
た
。

幕
末
期
の
横
浜
は
都
市
と
し
て
の
形
態
が
未
成
熟
で
あ
る
の
で
、
痘

瘡
の
流
行
に
関
す
る
記
録
は
ま
こ
と
に
少
い
。
そ
の
中
で
、
大
滝
紀
雄

氏
著
の
『
か
な
が
わ
の
医
療
探
訪
』
に
、
東
海
道
生
麦
の
「
関
口
日
記
」

に
天
保
四
年
、
八
年
、
十
五
年
に
多
発
し
た
と
書
か
れ
て
お
り
、
七
十

人
以
上
の
患
者
の
約
四
分
之
一
が
死
亡
し
た
と
い
う
。
日
本
版
「
臨
床

診
断
と
治
療
』
（
一
九
七
四
年
版
・
丸
善
）
に
よ
る
と
、
七
○
年
代
の
痘
瘡

死
亡
率
は
大
痘
瘡
で
二
○
％
で
あ
る
か
ら
、
一
五
○
年
前
に
死
亡
率
二

五
％
位
と
云
う
数
字
は
、
今
後
の
検
討
を
要
す
る
と
い
え
ど
も
全
く
の

的
は
ず
れ
で
は
な
い
と
考
え
る
。

外
国
人
の
記
録
で
あ
る
が
、
へ
ボ
ン
先
生
に
は
痘
瘡
の
流
行
に
関
す

る
メ
モ
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
一
方
、
Ｗ
・
ウ
ィ
リ
ス
の
一
八
六
三
年

四
月
三
○
日
、
並
に
五
月
十
三
日
の
手
紙
で
は
、
艦
隊
内
の
発
生
と
消

滅
に
つ
い
て
ふ
れ
て
あ
る
。
し
か
し
翌
一
八
六
四
年
（
元
治
元
）
年
六
月

二
六
日
付
の
手
紙
で
は
、
日
本
人
に
流
行
し
て
い
て
、
公
使
館
々
員
も

発
病
し
た
し
、
居
留
地
外
人
に
死
者
が
出
た
こ
と
を
報
じ
て
い
る
。
さ

ら
に
同
年
十
一
月
三
○
日
の
手
紙
に
は
、
「
民
間
の
痘
瘡
病
院
に
医
療
指

今
回
の
表
題
は
舌
た
ら
ず
で
、
〃
幕
末
に
お
け
る
横
浜
の
痘
瘡
の
歴

史
″
補
遺
と
し
て
述
べ
た
。

横
浜
と
痘
瘡

中
西
淳
朗
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導
の
口
を
申
し
込
み
ま
し
た
」
と
書
い
て
い
る
。

こ
の
痘
瘡
病
院
に
つ
い
て
、
小
寺
篤
著
の
『
横
浜
山
手
変
遷
誌
」
で

調
べ
た
と
こ
ろ
、
山
手
居
留
地
七
六
番
で
千
二
百
坪
、
借
地
料
無
税
で

借
受
人
は
各
国
庖
瘡
病
院
と
記
さ
れ
、
一
八
六
二
（
文
久
二
）
年
に
額
坂

に
面
し
た
土
地
に
た
て
ら
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
即
ち
、
文
久
三
年

以
前
か
ら
小
流
行
が
横
浜
地
方
に
あ
り
、
こ
れ
を
恐
れ
た
外
国
人
が
金

を
出
し
あ
っ
て
、
民
間
の
痘
瘡
病
院
を
建
て
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

次
に
、
英
仏
の
駐
屯
軍
隊
が
中
国
か
ら
痘
瘡
を
搬
入
し
た
か
の
疑
問

に
つ
い
て
調
査
し
た
が
、
現
段
階
で
は
（
英
国
陸
軍
第
二
○
連
隊
の
正
式
記

録
全
文
を
入
手
し
て
い
な
い
）
不
明
で
あ
っ
た
。

横
浜
開
港
資
料
館
の
平
成
八
年
秋
期
企
画
展
「
石
け
ん
工
業
の
創
始

者
・
堤
磯
右
衛
門
の
生
涯
」
で
、
堤
家
薬
品
目
録
が
公
開
さ
れ
た
。
そ

の
中
に
、
痘
瘡
の
治
療
薬
が
記
さ
れ
て
お
り
、
叔
父
の
堤
升
軒
（
大
坂

塩
町
通
き
や
町
で
安
政
六
年
に
死
亡
・
牧
岡
天
来
の
弟
子
）
医
師
か
ら
伝
受

さ
れ
た
処
方
と
考
え
ら
れ
る
。

略
記
す
る
と
〃
序
熱
期
に
は
金
化
粒
の
方
を
用
う
。
見
点
の
後
は
桔

梗
湯
方
を
用
う
。
起
脹
よ
り
後
は
黄
莨
湯
方
を
用
う
。
膿
を
と
る
″
と

な
る
。
金
化
粒
は
金
牙
石
（
蛇
岩
石
・
硫
化
鉄
）
の
こ
と
ら
し
く
、
序
熱

か
ら
見
点
へ
の
移
行
期
に
み
ら
れ
る
柴
斑
又
は
血
庖
形
成
（
重
症
徴
候
）

を
予
め
防
止
し
よ
う
と
試
み
た
と
考
え
ら
れ
る
。
金
牙
石
は
「
延
喜
式

出
雲
本
」
の
和
名
考
異
の
章
に
銅
牙
と
い
う
名
で
収
載
さ
れ
て
い
る
。

最
後
に
、
横
浜
市
金
沢
区
瀬
戸
の
金
竜
禅
院
で
発
見
さ
れ
た
「
医
方

巻
石
秘
録
」
（
処
方
撰
者
は
上
毛
・
島
鴻
子
漸
）
の
中
か
ら
、
治
痘
処
方
を

ひ
ろ
っ
て
み
た
の
で
報
告
に
加
え
た
。
こ
の
処
方
集
に
よ
る
と
、
序
熱

期
に
は
六
味
稀
豆
飲
（
山
桔
子
、
紫
草
、
牛
芳
子
、
防
風
、
荊
芥
、
甘
草
）

を
、
見
点
期
に
は
軽
斑
散
（
絲
瓜
、
殊
砂
、
砂
糖
）
を
、
起
脹
期
に
は
赤

水
玄
珠
小
霊
丹
（
殊
砂
、
雄
黄
、
乳
香
、
没
薬
、
大
蟷
蛉
、
寮
香
）
を
、
灌

膿
期
に
は
薫
罠
当
帰
人
参
湯
（
薫
莨
、
当
帰
、
人
参
、
生
姜
）
を
、
収
唇
期

に
は
補
中
益
気
湯
（
黄
罠
、
蒼
巾
、
人
参
、
当
帰
、
柴
胡
、
大
棗
、
陳
皮
、

甘
草
、
升
麻
、
生
姜
）
を
用
う
と
な
っ
て
い
る
。
前
者
二
処
方
に
つ
い
て

は
「
保
赤
全
書
」
か
ら
の
引
用
と
註
が
入
れ
て
あ
る
。

ま
た
こ
の
処
方
集
の
中
に
は
、
蛮
語
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
？
）
、
永
富
独
哺

庵
の
意
見
、
香
月
牛
山
の
意
見
等
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
（
旧
所
有
者
は

六
浦
藩
々
医
か
）

今
回
、
横
浜
市
南
部
の
郊
外
か
ら
新
た
に
見
出
さ
れ
た
二
資
料
を
も

と
に
、
幕
末
に
東
海
道
か
ら
は
な
れ
た
郊
外
で
も
痘
瘡
に
対
す
る
準
備

が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
掘
り
お
こ
す
こ
と
が
出
来
た
。

し
か
し
、
こ
こ
に
記
し
た
各
処
方
の
有
効
性
ま
で
論
ず
る
も
の
で
は

な
い
。

（
平
成
十
一
年
一
月
例
会
）


